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企業合理化の
決め手は

カーリースから

「
春
夏
冬
」

と
書
い
て

「
あ
き
（
秋
）

な
い
＝
商

い
」
な
ど
は
、

よ
く
目
に
す

る
と
こ
ろ
。

そ
れ
に
「
二
升
五
合
」
が
付

い
て
「
ま
す
ま
す
繁
盛
」
に

は
ニ
ヤ
リ
。
升
２
つ
と
１
升

の
半
分
（
半
升
）
の
語
呂
合

わ
せ
な
の
だ
が
、
文
字
や
絵

に
隠
さ
れ
た
意
味
を
当
て
る

こ
う
し
た
謎
解
き
は
「
判
じ

物
」
と
総
称
さ
れ
、
洒
落
の

き
い
た
も
の
ば
か
り
。
衰
え

た
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も

な
っ
て
く
れ
る
。な
ら
ば「
四

月
一
日
」
は
何
と
読
も
う
か

▼
エ
イ
プ
リ
ル
フ
―
ル
＝
四

月
何
と
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
わ
た
ぬ
き
」
と
い
う

そ
う
だ
が
、
は
て
。
江
戸
時

代
、
真
冬
に
着
る
綿
入
れ
か

ら
、
こ
の
日
に
綿
を
抜
い
て

春
秋
用
の
袷
（
あ
わ
せ
）
に

着
替
え
た
こ
と
が
由
来
だ
と

知
り
、
な
る
ほ
ど
納
得
。
姓

に
も
な
っ
て
い
て
、
こ
の
名

前
を
持
つ
人
は
全
国
に
推
定

10
人
ほ
ど
と
い
う
か
ら
、
や

は
り
珍
し
い
▼
同
じ
読
み

で
、
月
の
第
１
日
を
指
す
朔

日
（
さ
く
じ
つ
）
の
字
を
当

て
る
「
四
月
朔
日
」
の
書
き

方
も
。わ
た
ぬ
き
の
ほ
か「
つ

ぼ
み
」
と
読
む
苗
字
の
人
も

お
り
、
こ
ち
ら
は
全
国
で
２

０
０
人
を
超
え
る
と
か
▼
４

月
１
日
と
い
え
ば
、
冬
服
を

脱
い
で
春
服
に
切
り
替
わ
る

更
衣
（
衣
替
え
）
の
日
だ
が
、

こ
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
も
あ
っ

た
と
は
。
衣
替
え
に
は
そ
の

昔
、
季
節
の
変
わ
り
目
の
厄

払
い
の
意
も
あ
っ
た
と
い
う

が
、
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
の

調
査
に
よ
る
と
、
今
で
は
そ

も
そ
も
衣
替
え
を
し
な
い
派

が
14
％
を
占
め
る
と
か
。
衣

替
え
の
た
び
、
以
前
は
履
け

た
パ
ン
ツ
が
入
ら
な
く
な
る

槌
音
子
に
は
、
厄
払
い
ど
こ

ろ
か
何
と
も
恨
め
し
い
日
で

も
あ
る
の
だ
が
。（
鷲
）

同
日
の
定
例
会
見
で
、
２

０
２
７
年
度
に
附
属
小
・
中

学
校
を
統
合
し
て
設
置
す
る

「
仮
称
・
福
島
大
学
教
育
学

部
附
属
義
務
教
育
学
校
」
に

つ
い
て
、
当
面
は
両
学
校
施

設
を
活
用
す
る
「
分
離
型
」

で
運
営
す
る
考
え
も
示
し

た
。
た
だ
、
統
合
に
伴
う
定

員
縮
小
に
よ
り
、
27
年
度
以

降
は
学
生
数
が
減
少
し
て
い

く
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
か
一

方
の
施
設
で
運
営
す
る
「
一

体
型
」
も
引
き
続
き
検
討
す

る
。同

大
は
「
福
島
大
学
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０
」

に
基
づ
く
学
士
課
程
改
革

で
、
27
年
度
か
ら
現
行
の
３

学
群
・
５
学
類
を
４
学
部
・

３
学
科
１
課
程
に
再
編
す

る
。
義
務
教
育
学
校
の
設
置

は
改
革
の
一
環
で
、
入
学
後

１
～
６
年
を
前
期
課
程
、
７

～
９
年
を
後
期
課
程
と
し

て
、「
探
求
」
を
柱
と
し
た

教
育
活
動
を
展
開
す
る
。

１
学
年
当
た
り
の
定
員

は
、
小
学
校
相
当
部
分
が
現

行
の
１
０
５
人
か
ら
64
人

に
、
中
学
校
相
当
部
分
が
１

４
０
人
か
ら
84
人
ま
で
縮
小

す
る
予
定
。
26
年
度
ま
で
の

入
学
児
童
、
生
徒
に
つ
い
て

は
卒
業
ま
で
現
行
制
度
で
運

営
す
る
。

附
属
中
学
校
校
舎
は
１
９

８
２
年
築
の
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建

て
延
べ
４
５
８
１
平
方
㍍
。

附
属
小
学
校
は
南
校
舎
が
85

年
築
の
同
延
べ
２
７
０
９
平

方
㍍
、
北
校
舎
が
97
年
築
の

同
延
べ
４
９
７
４
平
方
㍍
。

福
島
大
学
は
、
今
年
度
か

ら
３
カ
年
で
大
学
構
内
に
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
研
究
所

の
本
棟
、
研
究
・
分
析
棟
を

整
備
す
る
。
９
日
の
定
例
会

見
で
宗
像
鉄
雄
同
研
究
所
長

が
示
し
た
。

本
棟
は
金
谷
川
団
地
構
内

の
理
工
共
通
棟
隣
接
地
に
、

３
階
建
て
延
べ
約
１
０
５
０

平
方
㍍
で
新
設
す
る
。
バ
イ

オ
マ
ス
か
ら
水
素
・
炭
化
物

を
製
造
す
る
先
端
的
研
究
開

発
の
ほ
か
、
産
学
官
金
の
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
（
講

義
室
、
実
験
室
、
会
議
室
、

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
）を
設
け
、

水
素
利
活
用
シ
ス
テ
ム
の
開

発
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

今
年
度
に
設
計
を
行
う
予

定
で
、
入
札
時
期
や
方
法
は

検
討
中
。
２
０
２
６
年
度
の

着
工
を
目
指
し
て
い
る
。

研
究
・
分
析
棟
は
、
理
工

共
通
棟
（
Ｒ
Ｃ
造
平
屋
約
４

０
０
平
方
㍍
）
を
改
修
し
て

整
備
す
る
方
針
。
26
年
度
に

設
計
を
行
い
、
27
年
度
に
も

着
工
す
る
。
先
端
的
設
備
を

活
用
し
た
水
素
製
造
や
、
水

素
キ
ャ
リ
ア
・
材
料
に
関
す

る
次
世
代
型
研
究
開
発
な
ど

を
行
う
。

県
や
関
連
企
業
、
研
究
機

関
等
と
の
連
携
に
よ
る
「
バ

イ
オ
マ
ス
由
来
水
素
・
炭
化

物
製
造
シ
ス
テ
ム
が
導
く
地

方
創
生
」
事
業
（
25
～
34
年

度
）
の
一
環
で
整
備
す
る
。

同
事
業
で
は
小
規
模
地
産

地
消
型
の
バ
イ
オ
マ
ス
由
来

業
務
か
ら
工
事
の
一
連
の

流
れ
で
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を

活
用
す
る
実
施
方
針
と
、
活

用
工
事
の
試
行
要
領
を
３
月

31
日
付
で
策
定
。
１
日
以
降

の
起
工
案
件
に
適
用
し
た
。

昨
年
度
ま
で
に
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

Ｉ
Ｍ
適
用
業
務
は
約
30
件
の

実
績
が
あ
り
今
後
、
こ
れ
ら

の
業
務
で
作
成
し
た
３
次
元

モ
デ
ル
を
確
認
し
、
工
事
で

活
用
可
能
な
案
件
を
抽
出
し

て
発
注
す
る
見
込
み
。

同
部
は
、
２
０
２
０
年
度

に
ま
と
め
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

Ｍ
の
実
施
方
針
に
沿
っ
て
、

土
木
分
野
を
先
行
し
て
段
階

的
に
導
入
を
進
め
て
お
り
、

23
年
度
に
大
規
模
構
造
物
の

詳
細
設
計
で
活
用
を
原
則

化
。
こ
れ
ら
の
成
果
品
を
生

か
し
、
今
年
度
か
ら
工
事
段

階
の
本
格
的
な
活
用
に
移
行

す
る
。
同
部
発
注
土
木
工
事

で
は
こ
れ
ま
で
復
興
祈
念
公

園
・
人
道
橋
（
相
双
建
設
事

務
所
管
内
）、
瀬
峰
工
区
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
造
成
（
い
わ

き
同
）
の
２
件
で
受
注
者
提

案
に
よ
り
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

を
導
入
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
活
用

対
象
は
測
量
、
地
質
・
土
質

調
査
、
設
計
・
計
画
各
業
務

と
土
木
工
事
（
小
規
模
、
緊

急
業
務
・
工
事
除
く
）。
３

次
元
モ
デ
ル
は
業
務
・
工
事

ご
と
に
、
受
発
注
者
が
活
用

内
容
と
作
成
内
容
（
範
囲
、

詳
細
度
、
属
性
情
報
等
）
を

協
議
。
活
用
内
容
は
国
土
交

通
省
が
示
す
３
次
元
モ
デ
ル

の
活
用
目
的
（
義
務
、
推
奨

項
目
）を
参
考
に
選
定
す
る
。

大
規
模
構
造
物
の
詳
細
設

計
と
工
事
は
原
則
、
義
務
項

目
（
出
来
上
が
り
全
体
イ
メ

ー
ジ
の
確
認
、
特
定
部
の
確

認
）
を
活
用
す
る
。
推
奨
項

目
（
視
認
性
の
確
認
、
鉄
筋

の
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
、
施
工
ス

テ
ッ
プ
の
確
認
、
事
業
計
画

の
検
討
等
）
は
対
象
案
件
の

特
性
に
応
じ
て
導
入
す
る
も

の
と
し
、
特
に
大
規
模
案
件

や
条
件
が
複
雑
な
業
務
・
工

事
で
は
積
極
的
に
活
用
す
る

方
針
。
設
計
図
書
は
３
次
元

設
計
が
標
準
化
さ
れ
て
い
な

い
現
状
を
踏
ま
え
、
２
次
元

財
務
省
は
、
国
の
機
関
が

総
合
評
価
落
札
方
式
を
採
用

し
て
２
０
２
３
年
度
に
発
注

し
た
工
事
で
の
、
賃
上
げ
表

明
企
業
に
対
す
る
加
点
措
置

の
実
施
状
況
を
ま
と
め
た
。

総
合
評
価
落
札
方
式
を
適
用

し
た
公
共
工
事
の
う
ち
、
賃

上
げ
加
点
の
項
目
を
設
け
た

の
は
、
一
般
競
争
・
指
名
競

争
合
わ
せ
て
２
万
57
件
で
、

全
体
の
99
・
９
％
を
占
め
た
。

制
度
を
開
始
し
た
22
年
度
か

ら
は
14
・
６
㌽
上
昇
し
、
ほ

ぼ
全
件
で
賃
上
げ
加
点
を
実

施
。
賃
上
げ
を
表
明
し
た
企

業
が
実
際
に
契
約
し
た
割
合

は
86
・
８
％
を
占
め
、
こ
ち

ら
も
５
・
８
㌽
上
昇
し
た
。

賃
上
げ
表
明
企
業
に
対
す

る
加
点
措
置
は
、
総
合
評
価

落
札
方
式
を
適
用
し
て
い
る

国
発
注
の
工
事
・
業
務
な
ど

を
対
象
に
22
年
度
に
開
始
し

た
。
競
争
参
加
時
に
、
今
後

１
年
間
の
従
業
員
へ
の
賃
上

げ
を
表
明
す
る
と
総
合
評
価

で
加
点
さ
れ
る
。
大
企
業
は

３
％
、
中
小
企
業
は
１
・
５

％
の
賃
上
げ
が
求
め
ら
れ

る
。
表
明
企
業
が
契
約
し
た

場
合
は
実
績
を
確
認
し
、
未

達
の
場
合
は
以
降
の
総
合
評

価
で
減
点
さ
れ
る
。

23
年
度
に
総
合
評
価
落
札

方
式
を
適
用
し
て
一
般
競
争

で
発
注
し
た
工
事
の
う
ち
賃

上
げ
加
点
を
適
用
し
た
の
は

１
万
５
４
７
６
件
で
、
適
用

率
は
16
・
１
㌽
増
の
99
・
９

％
だ
っ
た
。
指
名
競
争
入
札

で
の
発
注
工
事
も
９
・
５
㌽

増
の
99
・
８
％
で
賃
上
げ
加

点
を
適
用
し
た
。

一
方
、
競
争
参
加
者
側
の

状
況
を
見
る
と
、
賃
上
げ
加

点
を
適
用
し
て
一
般
競
争
で

発
注
し
た
工
事
の
延
べ
競
争

参
加
者
の
う
ち
、
賃
上
げ
を

表
明
し
た
の
は
５
万
６
８
３

１
者
だ
っ
た
。
表
明
率
は

81
・
８
％
で
、
22
年
度
か
ら

は
２
・
１
㌽
と
わ
ず
か
に
低

下
し
た
。
指
名
競
争
で
の
表

明
率
は
90
・
１
％
で
７
・
８

㌽
上
昇
し
た
。

実
際
に
賃
上
げ
を
表
明
し

た
企
業
が
契
約
し
た
一
般
競

争
の
工
事
は
１
万
２
９
７
９

件
。
賃
上
げ
加
点
を
適
用
す

る
一
般
競
争
に
占
め
る
割
合

は
83
・
９
％
で
６
・
５
㌽
増

え
た
。
内
訳
は
大
企
業
が
落

札
し
た
工
事
が
３
３
７
３

件
、
中
小
企
業
が
９
６
０
６

件
。指

名
競
争
で
賃
上
げ
表
明

企
業
が
契
約
し
た
割
合
は

96
・
６
％
で
４
・
５
㌽
上
が

っ
た
。

全
体
を
通
し
て
見
る
と
、

発
注
段
階
で
は
ほ
ぼ
全
件
で

木
を
活
か
す
建
築
推
進
協

議
会
は
「
こ
こ
ま
で
で
き
る

木
造
建
築
の
す
す
め
」
の
２

０
２
５
年
３
月
改
訂
版
を
発

行
し
た
。
09
年
に
初
版
を
発

行
し
て
お
り
、
今
回
は
４
月

の
改
正
建
築
基
準
法
全
面
施

行
に
合
わ
せ
、
最
新
版
と
し

た
。
木
造
建
築
物
の
可
能
性

を
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
建

て
た
い
用
途
別
に
適
用
さ
れ

る
法
令
を
整
理
し
紹
介
し
て

い
る
。

用
途
は
事
務
所
・
庁
舎
、

店
舗
、
共
同
住
宅
、
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
所
、
図
書
館
、

体
育
館
、
集
会
場
・
ホ
ー
ル
、

宿
泊
施
設
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、有
料
老
人
ホ
ー
ム
、

畜
舎
。
事
務
所
で
は
国
見
町

庁
舎
、
共
同
住
宅
で
は
矢
吹

町
第
一
災
害
公
営
住
宅
、
幼

稚
園
で
は
会
津
坂
下
町
立
坂

下
東
幼
稚
園
が
事
例
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
木
造
と
防
火
」

の
観
点
か
ら
、
防
・
耐
火
の

法
規
制
も
耐
火
建
築
物
、
準

耐
火
建
築
物
、
耐
火
構
造
と

準
耐
火
構
造
の
告
示
仕
様
、

立
地
、
用
途
、
規
模
の
各
制

限
、
防
火
壁
と
防
火
区
画
、

別
棟
み
な
し
、
外
装
材
の
制

限
、
木
材
と
内
装
の
制
限
等

を
ま
と
め
て
い
る
。

同
協
議
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。

図
面
も
認
め
る
。
属
性
情
報

を
活
用
し
た
積
算
、
設
計
デ

ー
タ
の
後
工
程
で
の
効
率
的

な
活
用
も
推
進
す
る
。

費
用
は
見
積
も
り
に
よ
り

積
算
。
工
事
は
共
通
仮
設
費

の
技
術
管
理
費
（
直
接
原
価

の
み
）
に
積
み
上
げ
計
上
す

る
。
希
望
型
な
ど
受
注
者
提

案
に
よ
る
活
用
は
、
効
果
等

を
踏
ま
え
発
注
者
が
必
要
と

判
断
し
た
場
合
に
費
用
を
負

担
す
る
。

活
用
工
事
の
発
注
方
式

（
指
定
型
、
希
望
型
）
は
入

札
公
告
と
特
記
仕
様
書
に
記

載
。
受
発
注
者
間
協
議
を
経

て
、
受
注
者
が
着
工
前
に
実

施
計
画
書
（
３
次
元
モ
デ
ル

の
活
用
内
容
、
仕
様
、
費
用

等
）、
完
成
後
に
実
施
報
告

書
（
活
用
概
要
、
後
段
階
へ

の
引
継
ぎ
事
項
等
）
を
提
出

す
る
。
発
注
者
に
指
定
さ
れ

た
義
務
・
推
奨
項
目
が
現
場

条
件
に
よ
り
適
用
不
可
、
費

用
対
効
果
が
見
込
め
な
い
な

ど
の
場
合
は
、
受
発
注
者
協

議
に
よ
り
活
用
の
取
り
や

め
、
変
更
が
可
能
。
工
事
成

績
評
定
等
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
は
設
け
て
い
な
い
。

災
害
に
対
す
る
初
動
対
応

の
強
化
や
道
路
分
野
の
脱
炭

素
化
を
図
る
た
め
の
改
正
道

路
法
が
９
日
の
参
議
院
本
会

議
で
可
決
、
成
立
し
た
。
国

土
交
通
省
は
、
道
路
啓
開
計

画
を
法
定
化
し
、
災
害
対
応

を
強
化
す
る
改
正
法
の
施
行

に
よ
り
、
２
０
２
６
年
ま
で

に
国
の
道
路
啓
開
訓
練
の
実

施
率
を
１
０
０
％
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

改
正
法
で
は
①
能
登
半
島

地
震
を
踏
ま
え
た
災
害
対
応

の
深
化
②
持
続
可
能
な
イ
ン

フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現

③
道
路
の
脱
炭
素
化
の
推
進

④
道
路
網
の
整
備
に
関
す
る

基
本
理
念
の
創
設
―
に
取
り

組
む
。

災
害
対
応
に
つ
い
て
は
、

道
路
啓
開
計
画
を
法
定
化

し
、対
象
路
線
や
啓
開
方
法
、

資
材
・
建
設
機
材
の
備
蓄
な

ど
を
共
通
の
記
載
事
項
と
す

る
。
道
路
啓
開
訓
練
の
実
施

に
関
し
て
も
計
画
に
盛
り
込

み
、
実
効
性
を
高
め
る
。

全
国
の
市
区
町
村
の
４
分

の
１
に
技
術
職
員
が
い
な
い

な
ど
、
持
続
可
能
な
イ
ン
フ

ラ
管
理
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
改
正
法
で
は
、
持
続
可

能
な
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
目
指
し
、
市
町
村
が
管

理
す
る
道
路
の
点
検
・
修
繕

を
他
の
自
治
体
が
代
行
で
き

る
「
連
携
協
力
道
路
制
度
」

を
創
設
。
道
路
管
理
者
間
の

協
議
が
調
え
ば
、
マ
ン
パ
ワ

ー
が
不
足
し
て
い
る
市
町
村

の
道
路
管
理
を
、
別
の
道
路

管
理
者
が
代
行
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

道
路
の
脱
炭
素
化
で
は
、

道
路
管
理
者
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

や
低
炭
素
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
の
導
入
な
ど
を
推
進
す
る

た
め
の
「
道
路
脱
炭
素
化
推

進
計
画
」
を
策
定
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

基
本
理
念
の
創
設
に
つ
い

て
は
、
道
路
の
整
備
・
管
理

に
よ
っ
て
実
現
す
べ
き
理
念

と
し
て「
経
済
成
長
」「
防
災
」

「
脱
炭
素
」
な
ど
を
道
路
法

に
位
置
付
け
る
。
こ
れ
ま
で

の
道
路
法
に
は
基
本
理
念
の

位
置
付
け
が
な
か
っ
た
。
個

別
の
イ
ン
フ
ラ
の
管
理
水
準

な
ど
を
定
め
る
「
公
物
管
理

法
」
に
基
本
理
念
が
盛
り
込

ま
れ
る
の
は
今
回
が
初
め
て

だ
と
い
う
。

農
林
水
産
省
は
、
発
注
す

る
全
工
事
で
施
工
す
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
規
格
が

車
両
で
運
搬
で
き
る
サ
イ
ズ

に
収
ま
る
場
合
、
原
則
と
し

て
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
す
る
。

技
能
者
が
不
足
す
る
中
で
、

時
間
外
労
働
規
制
に
も
対
応

す
る
た
め
、
短
工
期
で
設
置

で
き
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
品
の
導
入
を
推

進
す
る
。
導
入
の
可
否
を
判

断
す
る
際
の
考
え
方
を
ま
と

め
、
各
地
方
農
政
局
に
７
日

付
で
通
知
し
た
。

導
入
対
象
は
原
則
、
特
殊

車
両
を
含
む
車
両
で
運
搬
で

き
る
規
格
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
。
車
両
で
運
搬
で
き

な
い
規
格
で
も
、
重
量
制
限

や
道
路
線
形
な
ど
の
輸
送
ル

ー
ト
、
現
場
周
辺
の
待
機
場

所
の
有
無
、
安
全
条
件
、
環

境
条
件
な
ど
を
確
認
し
た
上

で
、
導
入
の
可
否
を
発
注
者

が
精
査
す
る
。
導
入
が
可
能

と
判
断
し
た
場
合
、
仕
様
書

に
記
載
す
る
。

精
査
す
る
際
に
は
、
本
体

工
事
費
や
仮
設
工
費
用
、
残

土
処
理
工
費
用
、維
持
管
理
・

補
修
費
用
な
ど
の
費
用
を
比

較
検
討
。
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
品
を
導
入
し

た
場
合
の
費
用
が
、
導
入
し

な
い
場
合
よ
り
も
高
く
な
っ

た
と
し
て
も
、
工
期
短
縮
の

効
果
が
高
い
場
合
や
、
安
全

性
が
向
上
す
る
場
合
な
ど
に

は
積
極
的
に
導
入
を
促
す
。

福
島
大
学
の
今
年
度
発
注

見
通
し
（
第
１
次
）
は
次
の

４
件
。
す
べ
て
第
１
四
半
期

水
素
・
炭
化
物
製
造
シ
ス
テ

ム
を
確
立
し
、
水
素
と
炭
化

物
の
安
定
し
た
供
給
モ
デ
ル

構
築
を
目
指
す
。「
バ
イ
オ

マ
ス
×
水
素
×
炭
化
物
」
の

共
同
研
究
を
進
め
、
最
終
的

に
実
用
化
規
模
の
プ
ラ
ン
ト

を
需
要
の
あ
る
工
場
近
辺
に

設
置
し
、
配
送
コ
ス
ト
を
削

減
し
た
地
産
地
消
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
実
現
。
県
全
体
へ

の
水
平
展
開
に
つ
な
げ
る
。

中
の
公
告
、
入
札
を
予
定
し

て
い
る
。
概
算
金
額
は
３
５

０
０
万
円
未
満
。

▽
（
新
浜
町
）
附
属
小
学
校

屋
外
工
作
物
等
改
修
工
事
＝

建
築
、
土
木
一
式
工
事
。
附

属
小
学
校
正
門
と
正
門
付
近

の
屋
外
工
作
物
改
修
。
工
期

約
６
カ
月
。

▽
（
金
谷
川
）
大
学
会
館
エ

ア
コ
ン
更
新
工
事
＝
管
工

事
。
既
設
空
調
設
備
（
Ｅ
Ｈ

Ｐ
）
１
系
統
の
更
新
。
工
期

約
５
カ
月
。

▽
（
同
）
中
央
機
械
室
ボ
イ

ラ
ー
室
吸
排
気
設
備
更
新
そ

の
他
工
事
＝
管
工
事
。
ボ
イ

ラ
ー
室
給
排
気
設
備
の
更

新
、
ハ
ロ
ン
消
火
用
自
動
制

御
設
備
の
改
修
。
工
期
約
５

カ
月
。

▽
（
八
木
田
）
附
属
特
別
支

援
学
校
水
泳
プ
ー
ル
循
環
ろ

過
装
置
改
修
工
事
＝
管
工

事
。
水
泳
プ
ー
ル
循
環
ろ
過

装
置
、
付
属
機
械
設
備
の
改

修
。
工
期
約
５
カ
月
。

県
は
今
年
度
、
あ
ら
ゆ
る

主
体
が
ど
の
よ
う
に
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組

む
べ
き
か
を
示
し
た
「
２
０

５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
改

定
す
る
。
24
年
10
月
に
制
定

し
た
「
県
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
条
例
」
に
よ
る
脱
炭

素
へ
の
機
運
の
高
ま
り
や
、

今
年
２
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
国
の
地
球
温
暖
化
対
策
計

画
な
ど
を
踏
ま
え
、
目
標
達

成
へ
の
道
筋
を
改
め
て
整
理

す
る
。

８
日
、
改
定
業
務
の
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
手
続
き
を

開
始
し
た
。
提
出
期
限
は
参

加
申
請
書
18
日
、
企
画
提
案

書
23
日
。
24
日
の
審
査
委
員

会（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

で
委
託
候
補
者
を
選
定
し
、

28
日
に
結
果
を
通
知
す
る
。

業
務
は
現
況
の
課
題
整

理
、
現
状
の
定
量
的
な
分
析

と
検
討
（
将
来
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
推
計
、
再
エ
ネ
導

入
シ
ナ
リ
オ
の
検
討
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
推
計

等
）、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
定

案
の
作
成
な
ど
。
履
行
期
間

２
０
２
６
年
３
月
31
日
ま

で
。
委
託
上
限
額
１
４
４
１

万
円
（
消
費
税
込
）。

現
行
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

は
①
産
業
②
運
輸
③
民
生
業

務
④
民
生
家
庭
⑤
廃
棄
物
・

そ
の
他
―

の
部
門
ご
と
に
、

２
０
５
０
年
度
ま
で
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
目
標

値
や
、
そ
れ
ぞ
れ
効
果
的
な

対
策
内
容
と
そ
の
指
標
な
ど

を
ま
と
め
て
い
る
。
全
体
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、

13
年
度
比
で
30
年
度
50
％
、

40
年
度
75
％
、
50
年
度
１
０

０
％
減
の
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。県

の
２
０
２
４
年
度
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
に

係
る
取
り
組
み
（
県
有
施
設

等
）
の
実
績
額
は
68
億
４
０

０
０
万
円
と
な
る
見
込
み
。

太
陽
光
発
電
設
備
を
テ
ク
ノ

ア
カ
デ
ミ
ー
浜
な
ど
３
施
設

で
導
入
し
た
ほ
か
、
福
島
空

港
公
園
内
の
２
施
設
で
設
計

を
実
施
。
１
５
１
施
設
を
対

象
に
導
入
可
能
性
調
査
も
行

っ
た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
、
ふ
く
し

ま
海
洋
科
学
館
、
保
健
衛
生

合
同
庁
舎
、
県
立
学
校
体
育

館
（
11
校
）
な
ど
計
20
施
設

で
導
入
。
合
同
庁
舎
（
喜
多

方
、
南
会
津
、
い
わ
き
）
や

土
木
事
務
所
（
宮
下
、
猪
苗

代
、
山
口
）
な
ど
19
施
設
で

設
計
を
行
っ
た
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
は
郡
山
合
同
庁

舎
、
須
賀
川
農
業
普
及
所
、

農
業
短
期
大
学
校
な
ど
５
件

の
新
築
と
、
企
業
局
い
わ
き

事
業
所
の
改
修
で
実
施
。
こ

の
ほ
か
交
通
信
号
機
へ
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
導
入
や
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ

ト
太
陽
電
池
の
先
行
導
入
、

再
エ
ネ
由
来
の
電
力
調
達
等

環
境
負
荷
の
低
減
に
取
り
組

ん
だ
。

・市町村の道路管理を他の自治体が代行できる
「連携協力道路制度」を創設

・道路管理者が「道路脱炭素化推進計画」を策定
するための枠組みを導入

・同計画に基づく脱炭素化に資する施設等の占用
許可基準を緩和

・「効率的・効果的な整備」「防災機能の確保」
「脱炭素化の推進」などを基本理念とする

道路の脱炭素化の推進

道路網の整備に関する基本理念の創設

■■道道路路法法等 改改正概概要

能登半島地震を踏まえた災害対応の深化

・道路啓開計画の法定化

・災害時の直轄代行制度を拡充 など

持続可能なインフラマネジメントの実現

ス
タ
ー
や
垂
れ
幕
に
活
用
さ

れ
る
。
24
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
推
し
て
ま
す

み
ん

な
笑
顔
の

健
康
職
場
」
だ

っ
た
。

県
土
木
部
は
今
年
度
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
工
事
を
試
行
導
入
し
た
。
設
計
段
階

で
３
次
元
モ
デ
ル
を
作
成
済
み
の
大
規
模
構
造
物
（
ト
ン
ネ
ル
、
橋
長
50
㍍
以
上
橋
梁

上
下
部
、
シ
ェ
ッ
ド
上
下
部
等
）
工
事
は
原
則
、
発
注
者
指
定
型
で
実
施
。
こ
れ
以
外

の
全
工
事
は
受
注
者
希
望
型
で
適
用
対
象
と
す
る
。
業
務
は
引
き
続
き
大
規
模
構
造
物

の
詳
細
設
計
で
活
用
を
原
則
化
し
測
量
、
地
質
等
で
も
活
用
を
促
す
。
工
事
・
業
務
と

も
一
部
で
の
活
用
を
認
め
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
普
及
拡
大
を
図
る
。

義務教育学校

一
体
型
運
営
は
検
討
継
続

附
属
小
・
中
学
校
の
統
合
で

改
正
道
路
法
が
成
立

災
害
初
動
対
応
強
化
、脱
炭
素
化
推
進

今
年
度
発
注

見
通
し
４
件

福
島
大
学

農 水 省

時
間
外
労
働
規
制
に
対
応

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
製
品
導
入
推
進

カ ー ボ ン 
ニュートラル

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
定
へ

国
動
向

踏
ま
え

県
、業
務
委
託
で
プ
ロ
ポ

県
有
施
設
な
ど 

Ｃ
Ｎ
推
進
で

24
年
度
実
績
68
億
円
に

こ
こ
ま
で
で
き
る 

木
造
建
築
の
す
す
め

用
途
別
に
法
令
整
理

福
島
大 

研
究
・
分
析
棟
整
備
も

今
年
度
に
本
棟
新
築
設
計

今
年
度
に
本
棟
新
築
設
計

水素エネ研究所

国機関発注工事

賃
上
げ
企
業
契
約
率
87
％

23
年
度

加
点
措
置
の
状
況
調
査

賃
上
げ
加
点
が
適
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
延
べ
競
争

参
加
者
数
に
占
め
る
賃
上
げ

表
明
者
の
割
合
も
拡
大
し
た

も
の
の
、
一
般
競
争
で
は
賃

上
げ
表
明
者
の
割
合
が
微

減
。
一
方
、
賃
上
げ
表
明
者

が
契
約
す
る
割
合
は
一
般
競

争
・
指
名
競
争
を
問
わ
ず
高

ま
っ
た
。

25
年
度
も
賃
上
げ
加
点
の

運
用
は
継
続
し
て
い
る
。
加

点
を
受
け
る
に
は
毎
年
度
の

賃
金
ア
ッ
プ
が
必
要
に
な
る

た
め
、
時
間
経
過
と
と
も
に

ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
る
。
日

本
建
設
業
連
合
会
が
会
員
に

対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
「
会
社
経
営
に
影
響
す

る
」
と
の
回
答
が
９
割
を
超

え
て
い
た
。

◆
全
国
労
働
衛
生
週
間
ス

ロ
ー
ガ
ン
募
集

厚
生
労
働

省
が
30
日
ま
で
募
集
す
る
。

時
間
外
・
休
日
労
働
の
削
減

や
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促

進
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

の
推
進
、
化
学
物
質
の
危
険

性
・
有
害
性
情
報
の
伝
達
制

度
の
促
進
な
ど
を
踏
ま
え
た

労
働
衛
生
が
テ
ー
マ
。

労
働
者
の
健
康
管
理
や
職

場
環
境
の
改
善
な
ど
に
関
す

る
意
識
を
高
め
る
た
め
で
、

選
ば
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
10

月
１
～
７
日
の
期
間
中
、
ポ

◉下水を流しながら施工できる
唯一の「自立管」製管工法

◉既設管の老朽化が激しい、残存強度が
把握できない場合でも
「自立管」で対応可能
◉あらゆる管種に適応可能
◉下水供用中でも施工可能

ニーズに応じた更生工法で、
老朽化問題も解決！

◎快適な生活
下水道管を健全に保つことで快適な生活を実現

◎陥没対策
老朽艦の更生で道路陥没の危機をなくします

◎地震対策
管路の耐震化で地震に強いライフラインを構築

◉更生方法
ラインナップ

SPR工法
SPR-NX工法
SPR-SE工法
オメガライナー工法

ガイドラインの適用工法に追記！！

SPR-SE工法
下水道管のリニューアルで暮らしを地下から支えます。 更生管初の認定工場制度適用！

建設技術審査証明書取得.ガイドラインの適用工法
2,400kmを
超える実績！！

東北支部事務局

本 部

〒989-3124  仙台市青葉区上愛子字車39-3
TEL022-392-5981 FAX022-392-5981

〒101-0047  東京都千代田区内神田2-10-12
（内神田すいすいビル4F）
TEL03-5209-0130 FAX03-5209-0131

http://ｗｗｗ.ｓｐｒ.ｇｒ.ｊｐ/
東北支部

☎0172-27-1998
☎0172-27-8217
☎0172-36-5923
☎0172-37-3329
☎017-738-2301
☎0178-43-1829
☎0176-23-3521
☎0178-44-6711
☎017-738-3692
☎017-739-2025
☎0172-37-3888
☎0172-27-1188
☎0172-26-4111
☎0172-55-7360
☎0172-27-0321

■青森県
ア サ ヒ 建 設 ㈱
猪 股 建 設 ㈱
㈱ 鎌 田 建 設
㈱ 弘 新 建 設
㈱ 鹿 内 組
㈱ 清 掃 セ ン タ ー
田 中 建 設 ㈱
東 邦 開 発 土 木 ㈱
成 俊 工 業 ㈱
㈱ 西 田 組
㈲東日本環境保全工業
㈱弘前浄化槽センター
富 士 建 設 ㈱
豊 産 管 理 ㈱
丸 勘 建 設 ㈱

☎0178-21-1670
☎0172-35-6111
☎017-726-3057

☎018-824-5381
☎0187-54-3184
☎018-832-2396
☎0186-78-2154
☎018-868-2121
☎018-877-4117
☎0185-55-0334
☎0187-72-4545

☎019-697-5026
☎019-646-5861
☎019-697-2245

マルハチ建設工業㈱
㈱ 村 上 組
㈱山正小笠原建設
■秋田県
㈱ 伊 藤 組
角 館 建 設 工 業 ㈱
㈱ 佐 々 木 組
㈱ 佐 藤 庫 組
㈱ 三 勇 建 設
㈱ 菅 与 組
㈱ 鈴 木 土 建
㈱ 宮 原 組
■岩手県
小 笠 原 重 機 ㈲
三陸土建株式会社
タカヨ建設株式会社

☎019-681-6606
☎019-697-3040
☎019-641-1111

☎0238-21-1611
☎023-688-4531
☎023-645-1831
☎0238-62-2297
☎0237-86-4165
☎023-623-4222
☎0237-86-5128
☎0235-24-1133
☎023-632-1131
☎023-641-0851
☎0238-84-1123
☎023-672-2437

㈱ 東 北ターボ 工 業
水本重機株式会社
菱 和 建 設 ㈱
■山形県
太 田 建 設 ㈱
岡 崎 工 業 ㈱
小 笠 原 建 設 ㈱
小 国 開 発 ㈱
國 井 建 設 ㈱
黒 澤 建 設 工 業 ㈱
佐 藤 建 設 工 業 ㈱
㈱ 佐 藤 工 務
㈱ 三 和
志 田 建 設 ㈱
那 須 建 設 ㈱
西 庄 建 設 ㈱

☎023-622-3608
☎0238-58-0555
☎023-672-2351
☎0237-73-2233
☎023-672-2131
☎023-653-5651
☎0235-24-1155
☎0234-33-5411
☎023-642-6151
☎023-644-5208
☎023-643-9003

☎022-231-4039
☎022-372-5111
☎0229-28-3734
☎022-263-1671

㈱ 仁 藤 組
羽 山 総 合 建 設 ㈱
堀 川 土 建 ㈱
升 川 建 設 ㈱
松 田 建 設 ㈱
㈱ 丸 吉 奥 山 組
㈱ マ ル ゴ
㈱ み な と
山 形 ガ ス 管 工 ㈱
山 形 建 設 ㈱
㈱ 山 源 建 設
■宮城県
㈱ アームズ 東 日 本
赤 坂 建 設 ㈱
協業組合アクアネット
熱 海 建 設 ㈱

☎022-238-0886
☎022-225-4437
☎022-275-2311
☎050-3495-2020
☎022-384-3801
☎022-743-1680
☎022-392-2209
☎0223-24-0545
☎022-217-0607
☎022-297-3344
☎022-762-6537
☎022-237-3041
☎022-237-8077
☎022-722-3744
☎022-714-7020
☎0223-22-5711

遠 藤 吉 照 土 建 ㈱
大林道路㈱東北支店
奥 田 建 設 ㈱
㈱奥村組東北支店
グリーン企 画 建 設 ㈱
㈱ 興 和 東 北 支 店
㈱ 小 松 建 設
㈱ 佐 藤 建 設
積 水 化 学 工 業 ㈱
㈱ 髙 工
東亜環境サービス㈱
東亜グラウト工業㈱東北支店
株 式 会 社日幸 商 會
日本ノーディッグテクノロジー㈱東北支店
㈱ 橋 本 店
春 山 建 設 ㈱

☎022-225-4421
☎0225-22-5148
☎022-392-4620
☎022-271-9211
☎022-235-1171
☎022-392-9811
☎022-258-6561
☎022-296-2111
☎022-382-4802
☎0223-22-1505

☎0246-83-1156
☎0246-23-8261
☎024-934-1234
☎024-534-2351

東日本コンクリート㈱
菱中建設㈱石巻支店
㈱ 広 瀬 組
㈱ 深 松 組
㈱ 丸 鹿
㈱宮城日化サービス
大 和 工 業 ㈱
㈱ ユ ア テ ッ ク
㈱ ワ タ ケ ン
㈱渡辺サービスセンター
■福島県
㈱ 荻 野 組
㈱ 加 地 和 組
壁 巣 建 設 ㈱
小 林 土 木 ㈱

☎0241-68-2301
☎024-983-2415
☎0244-25-2525
☎024-546-3101
☎024-535-6161
☎0244-24-2111
☎024-557-5511
☎0243-23-0131
☎0246-54-8111
☎0247-33-2281
☎0246-53-2560
☎0246-28-2225
☎024-932-8364
☎0242-32-0311
☎0242-62-2166

三 立 土 建 ㈱
㈱ 関 組
関 場 建 設 ㈱
太三機工㈱福島営業所
多 田 建 設 ㈱
東 北 建 設 ㈱
㈱ 日 新 土 建
㈱ 野 地 組
福 浜 大 一 建 設 ㈱
藤 田 建 設 工 業 ㈱
㈱ 三 崎 組
㈱みちのくＮテックス
む さ し 建 設 ㈱
㈱ 弓 田 建 設
渡 部 産 業 ㈱

東
北
支
部
会
員


